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准教授 

所属学会・協会： 

キーワード： 

技術相談 

提供可能技術： 

学位： 

応用物理学会，精密工学会，日本光学会 

偏光計測，偏光イメージング，オプトエレクトロニクス材料，生体試料 

・簡単な偏光計測のための光学系の提案 

・簡単なサンプルの定量測定（光ディスク基板，光学ガラス，生体試料など） 

・偏光計測装置のための計測用ソフトウェアの開発 

・プローブ顕微鏡の低コスト化の提案 

研究内容 光学材料の複屈折測定に関する研究 ． 

技術分野：計測技術・標準 

近年のオプトエレクト口ニクスの発展に伴い，様々な材料にっいて光計測が行われている.なかでも，複屈折の状態を 

知ることは材料の研究・開発において非常に重要な役割となっている．この複屈折現象は，光デイスクの読み取りに誤差 

を与えたり，光学レンズの収差などを引き起こすなど，種々の光学機器に影響を及ぼすことが懸念されている.一方，生 

体試料の複屈折を観察することで，分子レべルの挙動を知ることができる.本研究室では，このような偏光特性を定量 

的に，更には非常に高い面内分解能で観察するための測定装置の提案と開発を行っている．また現在は，光学顕 

微鏡に偏光計測法を組み合わせた装置の高分解能化を試みている. 

鳶-喝庭ま諏 
共焦点レ一ザ一走査型 タマネギの複屈折断層像 ミュ一ラ一偏光顕微鏡 偏光素子のミュ一ラ― 

複屈折顕微鏡 イメ―ジ 

研究者PR・自己紹介 

私は沼津高専の卒業生で，高専在学中に光の分野に興味を持ち，大学・大学院進学後も，そして現在に至るま 

で，光に関する研究に携わっています.私は興味を持ったことは，とことん追求してやっていくという性格で， 

時間を忘れるくらい没頭することもしよっちゆうです.研究にしても，趣味にしても，夢中になってしまいます. 

ちなみに，趣味はギタ一を弾くことと，サッカ一（観戦したり，実際にプレ一をしたり）です.また，一人で旅 

をすることも好きで，特に行き先を決めず，その時の思いっきで出かけることもあります.旅先で様々なものを 

発見することが楽しみでもあります． 

提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メ一カ―) 

反射微分干渉型金属顕微鏡（ニコン） フアンクションジエネレ一タ・FG-281 （ケンウッド） 

システム実体顕微鏡・SMZ-10-1（ニコン） 自動偏光子ホルダ一・KS491 -30（駿河精機） 

オプテイカルチョッパ一・55783-L （エドモンド・オプテイクス・ジャパン） 高輝度楕円ビ一ムダイオ一ド・V31-03叩（駿河精機） 

口ックインアンプ・55784-I （エドモンド・オプテイクス・ジャパン） 超精密レ一ザ一測定システム（ヒュ一レットパッカ一ド） 

多機能デジタルロックインアンプ・115640 （エヌエフ回路設計ブ口ック） システム実体顕微鏡・SMZ-1 0-1（ニコン） 
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